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み　な　さ　んの説金で　明　る　い　町づ　く　り

＊　2　月　の　税　金　＊

固　定　資　産　税（第4期）　2月25日まで

遠
賀
町
の
風
景
　
（
そ
の
望
　
　
　
　
　
島
　
津
　
伊
　
豆
∴
神
　
社

今
月
は
、
島
津
橋
の
そ
ば
に
あ
る
伊
豆
神
社
の
鳥
居
で
す
。
近
々
橋
の
架
け
か
え
工
謡
が
始
ま
り
、
鳥
居
は
別
の

場
所
に
動
く
こ
と
が
決
ま
り
、
絵
の
よ
う
な
位
畦
で
見
れ
る
の
も
あ
と
わ
ず
か
。
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みんなが参加し　みんなが平等に暮らせる　よりよい社会づくりを
－今年は「国際障害者年」－

譲

渡

所

得

申

告

説

明

会

昭
和
粥
年
遠
賀
町
韻
会
第
1
回
臨
時
会
が
、
1
月
1
9
日
招
集
さ
れ
会
期
1
日

間
で
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
額
に
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
町
擾
提
出
5
件
で
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
昭
和
摘
年
度
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
繍
8
号
）
　
原
案
可
決

補
正
額
一
二
千
二
百
四
十
八
万
円
、
総
額
二
十
八
億
九
千
三
百
九
十
八
万
四
千

円
、
主
な
も
の
職
員
間
末
手
当
二
百
三
十
七
万
円
、
児
童
措
筒
賀
（
措
宙
児
委

託
料
）
二
百
七
十
四
万
千
円
、
防
衛
施
設
周
辺
道
路
整
備
費
（
丸
の
内
未
目
線

附
帯
工
曹
賞
）
百
二
十
三
万
円
、
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
費
（
山
田
川
排
水

路
、
大
久
保
川
排
水
路
工
事
）
　
千
三
百
二
万
八
千
円
、
排
水
路
改
修
弾
薬
費

（
前
川
用
地
費
等
）
千
二
百
七
十
二
万
九
千
円

○
昭
和
弱
年
鹿
町
国
民
健
膿
保
検
事
禦
特
別
会
計
補
正
予
算
（
繍
3
号
）
　
原

案
可
決

補
正
額
九
万
円
（
期
末
手
当
）
、
総
額
四
億
千
五
百
三
万
三
千
円

○
昭
和
弱
年
鹿
町
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
繍
3
号
）
原
案
可
決

補
正
額
業
務
勘
定
六
万
円
（
期
末
手
当
）
、
総
額
千
五
百
五
十
八
万
五
千
四

〇
昭
和
騎
年
度
町
学
校
鈴
食
事
菓
特
別
会
計
補
正
予
算
（
標
3
号
）
原
案
可
決

補
正
額
二
十
四
万
円
（
期
末
手
当
）
、
総
額
一
億
二
千
七
百
四
十
九
万
六
千
円

○
昭
和
5
5
年
優
遇
責
霊
園
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
練
－
号
）
　
原
案
可
決

補
正
額
六
万
円
（
期
末
手
当
）
、
総
額
二
億
八
千
百
九
十
八
万
二
千
円

昭
和
弱
年
中
に
土
地
や
建
物
な
ど
を

売
ら
れ
た
人
の
た
め
に
、
次
の
と
お
り

税
金
の
計
算
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ

れ
た
期
日
に
お
い
で
下
さ
い
。

な
お
当
日
は
、
申
告
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
次
の
書
類
等
を

持
参
し
て
下
さ
い
。

期

　

　

日

一

受

付

時

間

受
　
　
付
　
　
揚
　
　
所

2
月
2
6
日
⑮
一
9
・
約
～
1
6
・
0
0

遠
賀
町
役
場
2
階
（
第
2
会
議
室
）

遠
賀
町
中
央
公
民
館
2
階
（
会
慾
室
）

▽
持
参
す
る
も
の

1
　
売
買
契
約
替

2
　
測
量
費
又
は
仲
介
料
な
ど
の
領

収
書

3
　
筆
記
用
具
及
び
印
か
ん

注
一
般
の
売
買
の
ほ
か
に
収
用
交

換
な
ど
も
、
殻
渡
所
得
の
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
穀
当
の
方
は
遠
慮
な
く
御

相
談
下
さ
い
。

青

色

申

告

の

お

勧

め

2
月
1
6
日
か
ら
3
月
1
6
日
ま
で
は
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
で
す
。
と
こ

ろ
で
、
所
得
税
の
申
告
に
「
宵
色
申
告
」
と
い
う
制
度
が
あ
る
の
を
と
存
じ
で

す
か
。
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
又
は
山
林
所
得
に
つ
い
て
、
毎
日
の
取
引
を

正
確
に
記
録
し
、
そ
の
記
録
に
基
づ
い
て
申
告
を
す
れ
ば
、
所
得
や
税
額
の
計

算
な
ど
で
い
ろ
い
ろ
有
利
な
取
扱
い
を
受
け
る
と
い
う
の
か
青
色
申
告
の
制
度

です。こ
の
制
度
に
は
4
2
種
類
の
特
典
が
あ
り
、
ま
た
、
版
籍
を
付
け
ろ
こ
と
に
よ

っ
て
、
経
営
の
合
理
化
に
も
役
立
ち
ま
す
。

こ
れ
か
ら
音
色
申
告
を
始
め
ら
れ
る
万
は
3
月
1
6
日
ま
で
に
「
青
色
申
告
承

認
由
蘭
書
」
を
税
務
砦
に
お
出
し
下
き
い
。

マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

▽
主
　
催
　
遠
賀
町
教
育
委
員
会

∇
日
　
時
　
2
月
2
6
日
か
ら
3
月
2
6
日

ま
で
毎
週
木
曜
日
実
施
す

る
。
午
後
7
時
～
9
時
ま
で

▽
会
　
場
　
遠
賀
中
学
校
体
育
館

▽
対
象
者
　
既
婚
女
色

▽
人
　
数
　
5
0
人

▽
指
淳
内
容
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
基
礎

技
術
の
修
得

▽
指
　
導
　
遠
賀
ク
ラ
ブ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部

▽
申
込
先
　
遠
賀
町
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課

▽
申
込
締
切
日
　
2
月
2
3
日

郷
土
文
化
研
究
会
よ
り

お

誘

い

2
月
は
、
調
査
報
告
会
を
開
き
ま
す

の
で
、
会
貝
以
外
の
方
々
の
来
訪
を
お

待
ち
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
粥
年
2
月
2
1
日
（
土

地
）
1
3
時
0
0
分

▽
会
　
場
　
中
央
公
民
館
二
階
会
談
窒

▽
課
　
題
　
「
島
津
区
丸
山
古
墳
に
つ

▽
鯖
　
節

緯
研
究
会
中
旦

身
氏

∇
会
　
費
　
無
料

▽
聞
合
せ
　
出
生
津
　
吉
野
千
年

寓
話
（
3
）
0
4
2
5

震
柴
委
員
選
挙
人
名
簿

の
縦
覧

遠
賀
町
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
能
楽

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
2
月
2
3
日

か
ら
1
5
日
間
（
3
月
9
日
迄
）
遠
賀
町

役
場
庶
務
課
に
お
い
て
午
前
8
時
5
0
分

か
ら
午
後
5
時
ま
で
統
覚
に
供
し
ま

す。

島
門
小
学
校
母
親
学
級

同
窓
会
の
集
い

例
年
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
同
窓
会
を

次
の
よ
う
に
開
催
し
ま
す
の
で
多
数
の

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

参
加
さ
れ
る
方
は
、
地
区
の
世
話
人

が
後
日
各
家
庭
を
ま
わ
ら
れ
ま
す
の
で

そ
の
際
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

∇
日
　
時
　
昭
和
5
6
年
2
月
2
2
日
（
日
）

日
時

▽
場
　
所
　
岡
垣
町
波
津
「
八
幡
屋
」

▽
会
　
費
　
四
千
円

△
地
区
世
話
人

（
島
津
）
矢
野
き
み
子
　
（
砦
松
）

金
崎
か
す
え
　
（
鬼
津
）
竹
森
千
代

美
　
（
尾
崎
）
林
初
代
　
（
別
府
）

矢
崎
政
子
　
（
今
古
賀
）
柴
田
つ
や

の
　
（
松
ノ
本
）
柴
田
和
子
　
（
遠

賀
川
）
早
崎
諸
子
　
（
広
渡
）
副
田

美
代
子
　
（
旧
停
）
柴
田
ひ
さ
の

（
新
町
）
水
上
栄
美
子
　
（
道
管
）

厚
さ
つ
み
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浅
木
組
手

底
井
野
の
古
典
「
里
諺
抄
」
に
よ
る

「
南
有
丘
名
狛
城
、
吉
田
倫
行
者
守

之
。
宗
像
氏
之
磐
也
」

と
替
か
れ
て
い
る
。
ま
た
天
正
六
年
の

戦
記
の
華
に
は
、

「
浅
木
細
事
に
馨
し
か
ば
城

中
に
カ
を
付
け
ん
た
め
閑
の
声

を
ぞ
場
に
け
り
、
銚
突
是
を
見

て
赤
間
方
よ
り
大
鍵
後
詣
す
る

前
の
寒
さ
か
ら
の
が
れ
き
れ
な
い
姿
で

ある。こ
の
あ
た
り
が
、
酌
に
述
べ
た
浅
木

継
手
で
は
な
か
ろ
う
か
、
な
ど
と
思
っ

た
り
す
る
と
、
自
分
白
身
が
戦
紀
の
中

の
人
に
な
っ
た
様
な
気
に
な
る
。

ら
獅
城
ま
で
闘
え
る
た
め
に
は
ど
ん
な

大
声
を
あ
げ
た
の
だ
ろ
う
か
。
晋
の
人

た
ち
は
皆
、
大
声
の
持
ち
主
た
っ
た
の

だ
ろ
う
。

繊
い
た
毛
利
方
が
包
囲
を
解
い
て
退

散
し
た
こ
と
も
何
だ
か
不
自
然
な
感
が

し
な
い
で
も
な
い
。

浅
木
の
家
並
の
中
を
抜
け
る
と
築
城

と
い
う
地
名
が
あ
る
。
山
田
川
が
さ
さ

や
か
に
流
れ
て
い
る
。
夏
の
問
は
用
水

（
日
面
旧
聞
周
回
）

室
温
を
ま
ず
チ
ェ
ッ
ク

そ
、
こ
な
た
は
小
勢
な
り
取
込

ま
れ
て
は
叶
ふ
ま
じ
、
木
星
瀬

に
引
と
れ
と
て
鋏
芙
自
身
殿
ほ

て
、
今
許
斐
さ
し
て
退
く
と
こ

ろ」

城
中
に
在
っ
た
宗
像
氏
貝
の

勢
が
、
毛
利
勢
に
征
め
ら
れ
包

囲
さ
れ
て
、
あ
や
う
く
な
っ
た

時
、
宗
像
の
援
軍
が
、
鶏
ケ
鰍

か
ら
三
部
ノ
尾
峠
を
越
し
て
到

治
し
、
と
き
の
声
を
あ
げ
て
一

気
に
せ
め
立
て
た
の
が
浅
木
顕

で
あ
っ
た
。

湖
で
滴
々
と
水
が
あ
る
が
、
今

で
は
底
の
土
が
見
え
、
寒
々
と

し
た
川
で
あ
る
。
ふ
と
気
が
つ

く
と
、
す
ぐ
目
の
前
の
水
辺
に

一
滴
の
白
鷺
が
い
て
、
何
か
餌

で
も
あ
さ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る。

山
出
川
は
犬
鴨
川
の
支
流

で
、
楠
木
か
ら
底
井
野
を
通
り

浅
木
に
、
さ
ら
に
下
流
木
守
か

ら
広
渡
へ
と
注
ぐ
用
水
路
で
あ

る
が
、
集
落
か
ら
集
落
を
つ
な

い
で
用
水
を
満
た
す
だ
け
で
な

く
、
生
活
用
水
を
も
供
給
し
て

く
れ
る
の
だ
。
三
百
年
も
情
か

ら
あ
る
水
の
流
れ
を
眺
め
て
、

国
　
寒
い
冬
、
屋

内
で
顔
が
ほ
て

っ
た
り
、
の
ぼ

せ

た

り

し

た

ら
、
ま
ず
暖
房

の
き
き
過
ぎ
で
は
な
い
か
　
－
　
室
温
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

暖
房
が
き
い
た
狭
い
部
屋
に
大
勢
の

人
が
集
ま
り
、
熱
気
が
こ
も
っ
て
く
る

と
、
上
気
し
て
頭
に
血
が
の
ぼ
り
く
ら

く
ら
し
た
り
、
ぽ
お
っ
と
し
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
の
ぼ
せ
は
、
お
風
呂
で
長
湯

し
過
ぎ
た
時
と
か
、
基
い
と
こ
ろ
か
ら

暖
か
い
部
屋
に
移
り
、
急
に
暖
ま
っ
た

崎
な
ど
に
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

の
ぼ
せ
・
ほ
て
り
は
、
脳
貧
血
つ
ま

り
頭
部
の
血
が
足
り
な
く
な
っ
て
、
日

五
人
の
葱
の
栂
大
き
を
誓
言
い
か
し
、
く
ら
く
ら
す
る
の
と
は
反

ろ
の
だ
っ
た
。
肌
に
し
み
る
北

老
良
か
ら
浅
木
に
向
う
長
い
田
圃
通

に
立
っ
て
、
昔
の
こ
と
を
思
っ
て
見

る
。
西
に
低
い
山
並
み
を
背
に
し
て
、

浅
木
神
社
の
あ
る
杜
が
黒
々
と
冬
空
を

領
し
て
い
る
。
足
元
の
田
圃
に
は
稲
の

刈
り
株
が
美
し
く
並
ん
で
、
そ
の
ど
れ

も
そ
れ
ぞ
れ
雪
を
含
ん
で
い
ろ
。
数
日

眼
を
左
に
回
す
と
、
遠
く
六
ケ
敗
が

あ
り
、
さ
ら
に
左
す
る
と
低
く
底
井

野
、
上
木
月
な
ど
の
丘
が
並
ん
で
い

る
。
そ
し
て
そ
の
中
央
あ
た
り
に
黒

く
、
丸
く
見
え
る
の
か
猫
城
で
あ
る
。

田
圃
の
中
を
蜃
う
声
は
よ
く
聞
え

る
、
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
あ
た
り
か

風
の
冷
た
き
も
忘
れ
て
1
－
～
。

鴇
が
あ
る
く
冬
の
水
辺
を
白
く
し
て

白
鷺
と
ほ
と
り
の
草
も
枯
れ
て
い
る

足
音
も
な
く
白
鷺
が
向
き
か
え
る

（
片
山
花
御
史
）

対
の
現
象
で
、
脳
に
循
環
す
る
血
液
の

最
が
一
時
的
に
ふ
え
る
た
め
に
起
こ
る

も
の
で
す
。
思
春
期
や
更
年
期
の
婦

人
、
高
血
圧
傾
向
の
壮
年
・
初
老
の
男

女
に
よ
く
み
ら
れ
ま
す
。

の
ぼ
せ
た
ら
、
部
屋
の
空
気
を
入
れ

か
え
た
り
し
て
蜜
泡
を
調
節
し
、
き
れ

三
言

い
な
空
気
を
吸
っ
て
酸
素
を
心
臓
や
脳

に
送
り
こ
み
ま
す
。
長
湯
な
ど
で
の
ぼ

せ
た
場
合
は
、
そ
の
場
で
、
少
し
じ
い

っ
と
掛
か
に
し
て
い
れ
ば
、
た
い
て
い

治
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

く
ら
く
ら
す
る
の
は
治
っ
て
も
、

頼
（
ほ
お
）
　
の
赤
味
が
と
れ
な
い
場
合

は
、
両
て
の
ひ
ら
で
、
ほ
っ
べ
た
を
ば

た
ば
た
叩
い
た
り
、
轟
く
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
し
た
り
し
て
、
う
っ
血
し
た
血
液
を

散
ら
す
よ
う
に
す
れ
ば
治
り
ま
す
。

の
ぼ
せ
る
こ
と
自
体
は
、
健
康
上
、

危
険
な
兆
嬢
で
も
何
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
動
脈
硬
化
や
高
血
圧
、
心
臓
病
が

あ
る
と
危
険
を
伴
い
ま
す
。
の
ぼ
せ
や

す
い
方
は
、
血
圧
測
定
な
ど
健
康
診
断

を
受
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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メ　蕩　▽　▽◎▽時∴∴期模科

モ　　所∵∴∴∴憫　　日彫金

中検　　受（3
央査　　付金月
公　　　　　）19
民　9　30　8・日
蝕時分時25（
（か　　40白　木
彼　ら　　分（）
揚　　　（水・
横　　　10）20

時　　日

▽　▽　▽　▽

内　持射場
参　象

金　　　　容　品　者　所

不要犬の引き殿りは、遠賀保健所　093（201）4161へどうぞ

◎
申
込
み

▽
場
　
所

▽
申
込
み
日

▽
定
　
貝

▽
料
　
金

▽
詩
参
品

⑥
検
　
診

∇
期
　
日

∇
時
　
間

▽
場
　
所

妊
▽
期
　
日

▽
時
　
間

役
場
保
健
衛
生
係
窓
口

2
月
1
8
日
（
水
）
か
ら

定
貝
に
な
り
し
だ
い
締
切

4
5
0
名
（
1
日
各
1
5

0
名
）

千
円

田
鑑

さ
す

▽
期
　
日

▽
時
　
間

∇
場
　
所

▽
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
　
容

▽
料
　
金

児
　
相
　
談

2
月
1
6
日
（
火
）

1
0
時
ま
で
に
お
い
で
下
さ

い。役
場
保
健
室

生
後
0
－
6
カ
月
児

母
子
健
康
手
帳

体
重
、
身
長
等
測
定

食
謡
等
の
相
談

無
料

胃
ガ
　
ン
検
診

◎
申
込
み

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
衛
生
係
窓
口

▽
申
込
み
日
　
2
月
1
8
日
（
水
）
か
ら

定
見
に
な
り
し
だ
い
締
切

▽
定
　
員
　
2
1
0
名
（
1
日
各
1
0

名）

予
　
防
　
接
　
種

千
円
（
印
鑑
持
参
の
こ
と
）

3
月
1
3
日
（
金
）

3
月
2
3
日
（
月
）

3
月
5
0
日
（
月
）

受
付
　
9
時
0
0
分
－
1
0
時

2
0
分

検
査
　
即
時
5
0
分
か
ら

中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

婦
　
相
　
談

2
月
2
7
日
（
金
）

1
0
時
ま
で
に
お
い
で
下
さ

役
場
保
蝕
室

妊
産
婦

印
鑑

新
生
児
の
扱
い
方

沐
浴
指
導

母
子
健
康
手
帳
交
付

無
料

無
禄
墳
墓
の
改
葬

◎
所
在
地
　
大
分
県
臼
杵
市
大
字
井
村

▽
届
出
期
限

▽
届
出
先

◎
所
在
地

▽
届
出
期
限

▽
届
出
先

宇
山
の
下
2
8
0
9
番
地

臼
杵
市
大
字
諒
河
内
字
徳

尾
5
3
5
、
6
6
3
、
6

8
0
番
地

昭
和
弱
年
2
月
2
6
日

大
分
県
大
分
市
城
幡
町
2

丁
目
3
番
3
2
号
　
県
土
地

醐
発
公
社
　
儀
話
0
9
1

5

（

3

6

）

1

4

4

6

鯨
岡
県
筑
紫
郡
太
宰
府
町

坂
本
6
8
の
6
、
6
9
、

1
1
、
1
3
番
地

胴
和
5
6
年
2
月
2
8
日

福
岡
県
筑
紫
郡
太
宰
府
町

坂
本
1
5
5
の
2
　
武
藤

立
身
　
罷
霜
0
9
2
9
2

（
3
）
4
5
6
8

県
下
一
斉
ネ
ズ
ミ
拡
除

運
動
実
施
中

ネ
ズ
ミ
は
経
済
的
な
韻
書
を
与
え
ろ

ほ
か
、
各
種
疾
病
を
媒
介
す
る
な
ど
我

々
の
生
活
課
塊
に
多
大
な
影
謡
を
お
よ

ぽ
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
年
庇
も

期
間
を
定
め
て
県
下
一
斉
に
、
地
域
ぐ

る
み
の
計
画
的
、
組
織
的
な
駆
除
連
動

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
実
施
期
間
　
旧
知
5
6
年
2
月
1
日
～

2
月
2
8
日

∇
実
施
方
法
　
区
長
及
び
地
区
衛
星
推

進
員
の
方
を
通
じ
て
、
町

よ
り
殺
そ
剤
を
希
望
地
区

に
無
銘
配
付
し
ま
す
。

野
犬
の
被
害
防
止
に

つ
い
て

最
近
ま
た
野
犬
に
よ
る
枝
薯
が
め
だ

ち
は
じ
め
ま
し
た
。
役
場
・
保
他
所
で

は
枝
薯
防
圧
に
い
ろ
い
ろ
と
対
策
を
講

じ
て
い
ま
す
が
被
害
が
絶
え
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す。▽
み
な
さ
ん
が
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
。

o
不
用
犬
を
す
て
な
い
都
。
（
保
健
所

に
引
き
取
り
を
た
の
む
）

∴
鮒
い
犬
の
放
し
飼
い
を
し
な
い
韓
。

。
飼
い
犬
は
必
ず
狂
犬
病
予
防
注
射
と

登
録
を
受
け
る
謡
。
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筋石山石安山
田松申松藤形
端麗隆敏辰
之治浩之雄強

幾日農県会自
営　　職社営

業葉菜員貝薬

出火原因のトップは

たばこ
昭和鈎年以来、19年間“独走’′

専
＄鶴。が

＼子葉裏
昏＝二王⊃

投げ槍て　　　　　　598％
灰皿などから活下　　155％
労し忘れ　　　　　　　85％

など

（⊃

団班東
員長西

遊

渡元
辺木
盛待
信一

会自
社営
貝業

健康のためお米を食べま　し　ょ　う

痢
轡
繊
郷
綿
紡
織
感
傷
徽
㈲

今
回
は
第
三
分
団
　
（
上
別
府
、
浅
　
　
団
貝
　
　
吉
田
安
弘
　
会
社
貝

木
、
東
和
苑
、
若
葉
台
、
虫
生
津
、
東
　
　
　
〃
　
　
井
ノ
脇
隆
　
　
〃

西
町
、
老
良
の
管
轄
区
）
の
団
員
を
班
　
　
　
〃
　
　
苗
木
弊
制
　
　
〃

別
に
紹
介
致
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
阿
部
芳
夫
　
　
〃

日
ご
ろ
よ
り
地
域
住
民
の
生
命
と
財
　
○
老
良
班

こ
の
日
本
列
島
の
ど
こ
か
で
、
8
分

1
4
秒
に
一
回
の
割
合
で
火
災
が
発
生

し
、
毎
日
2
8
人
が
亡
く
な
っ
た
り
傷
つ

い
た
り
し
て
い
ろ
　
－
　
先
こ
ろ
発
表
さ

れ
た
昭
和
5
5
年
版
消
防
白
書
は
、
こ
の

あ
な
た
で
す
／
（

ほ
と
り
ま
す
と
、
冬
か
ら
春
先
に
か
け

て
の
火
災
発
生
件
数
は
、
年
間
の
約
六

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
出
火
原
因
の
ト
ッ
プ
は
相
変

わ
ら
ず
た
ば
こ
で
、
年
間
約
百
三
十
憶

産
を
守
る
た
め
、
自
ら
を
犠
牲
に
し
て

い
る
各
国
貝
で
す
。

○
上
別
府
班

班
長

団
員

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

火
事
を
出
す
の
も
防
ぐ
の
も

よ
う
に
伝
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
円
が
灰
と
な
っ
て
い
ま
す
。

冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
、
空
気
が
　
　
2
月
2
8
日
か
ら
3
月
1
3
日
ま
で
、
春

乾
燥
し
、
強
い
風
が
吹
く
こ
と
が
多
　
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
ず

く
、
一
年
の
う
ち
で
も
火
災
の
発
生
が
　
　
火
の
も
と
に
は
、
十
分
気
を
つ
け
ま

最
も
多
い
季
節
で
す
。
昭
和
5
4
年
を
例
　
し
ょ
う
。

○
浅
木
遊

園
貝
（
連
絡
員
）

添
田
出
馬
　
農
協
職
員

阿
南
文
久
　
会
社
員

森
　
克
己
　
農
協
職
員

村
田
　
宙
∴
燈
協
職
員

瓜
生
富
雄
　
会
社
員

○
虫
生
津
班

班
長

団
員

別
田
芳
見

仲
山
敬
治

毛
利
忠
正

吉
野
唯
男

殿
川
澄
男

小
松
昌
博

白
石
定
信

役
場
職
員

公
務
員

農
協
職
員

国
鉄
職
貝

会
社
貝

会
社
員

会
社
員

団
員
（
連
絡
員
）

添
田
定
雄
　
農
協
職
貝

団
員
∴
∴
忠
勝
日
新
　
会
社
貝

〃
∴
∴
添
田
醤
松
　
　
〃

〃
∴
∴
∴
高
崎
一
男
　
　
〃

〃
∴
∴
添
田
正
一
塵
協
職
貝

〃
∴
∴
鎌
田
孝
和
　
会
社
員

以
上
　
0
0
名

園
貝
の
一
言

「
私
は
消
防
団
員
で
あ
る
謡
を
ほ
こ

り
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
訓
練
・
緊
急

時
等
の
呼
び
出
し
が
か
か
る
と
、
仕
革

を
ほ
っ
ぼ
り
だ
し
て
出
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
い
つ
も
家
族
の
者
に

迷
惑
を
か
け
て
い
る
の
か
気
が
か
り
で

す
。
し
か
し
家
族
の
者
は
理
解
し
て
く

れ
て
ろ
よ
う
で
す
。
本
当
に
助
か
り
ま

す。」
2
月
2
8
日
（
土
嘱
目
）
～
3
月
1
3
日

（
金
曜
日
）
は
、
春
季
全
国
火
災
予
防

期
間
で
す
。

後
半
の
3
月
7
日
～
3
月
1
3
日
の

蘭
、
午
前
1
時
と
午
後
8
時
の
2
回
に

あ
た
り
、
役
場
の
サ
イ
レ
ン
吹
直
を
各

一
分
調
つ
つ
行
い
ま
す
。

＝
歳
時
記
＝

春

一

番

春
一
番
　
－
　
と
い
う
言
葉
を
き
く

と
、
や
れ
や
れ
、
ど
う
や
ら
こ
れ
で
冬

も
終
わ
り
か
と
ポ
ッ
と
す
る
よ
う
な
気

分
－
こ
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
実
は
こ
の
言
葉
、
も
と
も

と
九
州
の
漁
師
た
ち
の
問
で
使
わ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
、
春
一
番
の
強
風

で
海
が
荒
れ
る
か
ら
気
を
つ
け
ろ
よ
う

に
と
い
う
′
注
意
信
号
，
だ
っ
た
よ
う

です。春
一
番
と
は
、
文
字
通
り
春
の
訪
れ

を
告
げ
ろ
強
い
南
の
風
で
す
が
、
日
本

海
の
低
気
圧
に
向
か
っ
て
太
平
洋
の
暖

気
が
吹
き
込
ん
で
起
こ
る
も
の
で
時
に

は
初
夏
の
よ
う
な
暖
か
さ
に
な
り
ま
す

し
か
し
、
一
方
で
さ
ま
ざ
ま
な
災
害

を
も
た
ら
す
こ
と
が
多
く
、
海
が
荒
れ

て
漁
船
の
遭
難
菌
故
が
発
生
し
た
り
、

日
本
海
側
で
は
フ
ェ
ー
ン
現
象
が
起
き

て
火
災
を
大
き
く
す
る
原
因
と
な
っ
た

り
し
ま
す
の
で
、
注
恵
が
必
要
で
す
。

賽
は
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
ポ
カ
ポ
カ

陽
気
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が

気
象
的
I
C
は
、
む
し
ろ
荒
れ
た
季
節
と
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2月下期の遠賀町主要行事
〝日 �曜i行郵内容l時　間I難会場i担当課（係）名i：自暇び主な対象等l備考 

16 �月十Li児’相　談巨0－　南保鰹l住民i課匡後0－6棚i弊ジ 

≡17 �火車会伝醜留年：00一　睡鰹 ����住民i課）食生活改善推進員【 

18 �水 �端短申込み申8：30二 ��保鯛生如i住民課軽謹鵠協鱒 ���詳細は 4ページ 

23 �一・　十∴㍉∴ ��113：00－16車軸別館匡祉謙 ���鶉畿窮。l 

23 ！ 3月 �罰議会委員選挙人中：30－17：00i役糠務諌i選挙髄雫貝会l　　i弊ジ 

24 �火車＿，享、学中一　匡公民館匡弼I　　i 

26 �木犀所得幡説明会巨－16：0椿会議重圧務殺1必輔類をお忘れなく。犀ジ 

27 �金i妊　婦　有年00－車損保鰹匡民課i ������詳細は 4ページ 

広報「おんが」　昭和38年6月号一昭和42年8月号を保存されている方はいらっしゃいませんでしょうか？
一部でもお持ちの方　いらっしゃいましたら、役場庶務課庶務係に御連絡下さい。

籍
9
回
町
民
走
ろ
う
大
会

の
勘
案
内

恒
例
の
町
民
走
ろ
う
大
会
は
次
の
よ

う
に
開
催
し
ま
す
。
日
頃
の
運
動
不
足

の
解
消
と
、
体
力
づ
く
り
に
も
ぜ
ひ
多

数
の
参
加
を
し
て
く
だ
さ
い
。

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
マ
イ
ペ
ー

ス」▽
日
　
時
　
3
月
1
5
日
（
日
）
受
付
8

時
0
0
分
か
ら

∇
コ
ー
ス
　
遠
賀
中
学
校
下
～
高
瀬
道

路
（
2
t
o
）
当
尾
崎
（
5

．9）

▽
集
合
場
所
　
遠
賀
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

（
雨
天
体
育
館
）

▽
種
目
①
小
学
坐
1
・
2
年
　
男
・
女

②
小
学
生
3
・
4
年
　
男
・
女

⑧
小
学
生
5
・
6
年
　
男
・
女

⑭
中
学
生
　
全
学
年
　
男
・
女

⑤
中
卒
以
上
1
9
才
ま
で
男
・
女

⑥
2
0
才
～
2
9
才
　
　
　
男
・
女

⑦
如
才
～
3
9
才
　
　
　
男
・
女

⑧
4
0
才
～
4
9
才
　
　
男
・
女

⑨
5
0
才
～
5
0
才
　
　
　
男

⑬
0
0
才
以
上
　
　
　
　
男

⑭
宣
言
タ
イ
ム
レ
ー
ス

老
年
者
、
女
性
又
は
一
般
初

心
者

※
宣
言
タ
イ
ム
レ
ー
ス
と
は
出
発
緬
に

自
分
の
所
要
時
間
を
政
吉
し
、
実
起

し
た
所
要
時
間
と
の
誤
差
を
競
う
も

の
で
誤
差
の
少
な
い
碩
序
で
頓
位
を

決
め
る
。

▽
定
圧
機
∴
2
料

2
億
　
小
学
生
全
員
、
5
0
才
以
上
男

子
、
宣
言
タ
イ
ム
レ
ー
ス

5
億
　
中
学
生
～
5
0
才
未
満
男
子

▽
申
込
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
年
令

挫
別
、
出
場
種
目
（
小

学
生
は
学
年
）
を
記
し

申
込
む
こ
と
。

▽
申
込
紳
助
　
3
月
2
日
（
月
）
ま
で

※
遜
櫛
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
締
切

後
の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

㊧
1
自
分
の
健
康
状
態
を
よ
く
考
え
、

自
分
の
質
任
で
参
加
す
る
こ
と
。

（
未
成
年
者
は
、
保
護
者
と
よ
く

相
談
の
う
え
参
加
す
る
こ
と
）

2
走
っ
た
あ
と
は
、
体
が
冷
え
る
の

で
、
必
ず
着
替
え
を
用
恵
す
る
こ

と。

籍
鮪
園

部
駅
伝
競
争
大
会
成
績

先
月
1
8
日
（
臼
）
に
行
わ
れ
た
各
町

対
抗
駅
伝
の
鮨
柴
で
す
。
遠
賀
町
は
、

久
津
輪
碧
、
植
本
譜
の
啄
陶
質
コ
ン
ビ

の
活
躍
で
2
粒
に
食
い
込
み
ま
し
た
。

優
∴
麟
　
水
巻
町
　
1
時
間
2
9
分
1
4
秒

郵
健
勝
　
遠
賀
町
　
1
時
間
3
1
分
0
0
秒

3
　
位
∴
置
屋
町
㈱
1
時
間
3
2
分
1
6
秒

区
間
賞
　
（
遠
賀
町
該
当
着
分
）

2
　
区
　
久
津
輸
陽
裕
　
1
5
分
3
秒

5
　
区
　
横
木
　
史
朗
　
1
4
分
4
5
秒

（区個所）


